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1. はじめに 

LCAは主に産業界において多く利用され、発展してきた。

近年では環境負荷を定量的に可視化が可能なため、産業

界だけでなく、教育分野でも環境教育のツールとして注

目し始めている。LCA学会（以下：本学会）でも環境教育

に関する研究の報告が増加傾向にある。 

本研究では、過去に本学会で発表された LCA を導入し

た環境教育プログラムを鑑みながら、より効果的かつ継

続的な環境教育カリキュラムの開発を行い、実施結果の

効果を見出すことを目標としている。 

授業の方法は、LCAを学ぶ事前準備として、環境問題の

基本知識について授業を行う。その後、LCAの考え方を導

入したライフサイクルに関する授業を行う。授業は中学1

年生～3年生を対象に行い、中学1年生～2年生は環境問

題の基本知識の授業、中学3年生に対してLCA の考え方

を導入したライフサイクルの授業を行う。 

本発表では、中学1年生～2年生に行った授業結果と中

学3年生向け授業の展望について述べる。 

 

2. 実施対象と実施方法およびカリキュラム 

【実施対象】 

表2-1 

 

 

 

 

 

【実施方法】  

表2-2 

No 区分 パターン 

1 A クイズ 

2 B 講義 

3 C グループワーク 

4 D ディベート 

5 E 調査 

6 F 校外学習 

 

【カリキュラム】 

 LCA の評価結果は環境保全を効率的に行う上での意思

決定の指標となるものである。LCAの目的は環境負荷の低

減であり、その理念を理解するため様々な環境問題の基

本知識とそれぞれの関係性を知っておくことが重要であ

ると考える。これらを把握することにより、製品やサー

ビスのライフサイクルにおける環境影響を幅広い視野で

捉えることが可能になるためである。そこで、本研究で

は下記表2-2 のテーマの授業を 2年間のプログラムで行

う。 

表2-3 

No テーマ パターン 年次 

①  クイズ大会 A･C 1年 

②  地球温暖化 B･C 1年 

③  気候変動 B･C･D 1年 

④  生物多様性 B･C･E 1年 

⑤  身近な生物多様性 B･C 2年 

⑥  食料問題 B･C 2年 

⑦  ゴミ問題 B･C 2年 

⑧  貧困と幸福感 B･C･E 2年 

⑨  江戸の生活を知る F 2年 

⑩  最終発表 － 2年 

  

上記カリキュラムを第1期生は20チーム、2期生は25

チームに別れグループワークやディベート、調査、発表

を行う。 

また各回の授業では各テーマに沿った宿題を出し、授

業を受けての感想やその環境問題に対する自分の行動指

針をレポート(A4用紙1枚程度）にまとめさせている。 

 

3. 実施結果 

 1期生に関しては 2011年 12 月時点で表 2－3の⑨まで

終了し、現在は最終発表に向けた準備を行っている。一

方、2期生は授業の構成変更があり、①および③を終了し

ている。 

実施校 東京都市大学等々力中学校 

No 学年 人数 チーム 

1 一期生 119名 20班 

2 二期生 152名 25班 



 本発表では、1期生と2期生がともに終了している①の

宿題として出した、下記テーマについて 1 期生と 2 期生

の結果を下記に記載する。 

 

【宿題テーマ】 

 クイズ大会の中で触れた環境問題の中で、最も興味を

持った問題について詳細を調べる。またなぜその問題に

興味を持ったのか理由も記載する。 

 

【1期生の結果】 

 

図 3-1 

 

図 3-2 

 

【2期生の結果】 

 

図 3-3 

 

図 3-4 

 

4. 考察 

「3.結果」から、生徒たちが日常知る機会の少ない問題を

知るきっかけとなり、現実に起こっている問題について

理解を深めることができるとわかった。また、問題解決

に向けて自分たちに何ができるのか考えるきっかけの場

となることもわかった。このことから、今回の授業によ

り少なからず生徒たちに環境問題について考える機会と

なったと言える。 

 

5. 今後の展望～LCA・LCTを用いた教育～ 

 2 年間を通して環境問題の基礎を学んだことにより、

LCA・LCTを学ぶ基盤ができたと考えられる。 

 そのため2012年4月からは 1期生を対象にLCA・LCT

を取り入れた授業を実施する。授業の形式は主に表 2－3

にある B,C,E の手法で授業を進め、指定した製品のライ

フサイクル及びその製品が関わる環境問題についてワー

クシートを用いて学習させる。各製品が関わる環境問題

については、環境問題を羅列するだけではなく、各項目

のLCAの評価結果も提示し、定量的にどれほどの影響が

あるのかも伝える。また、場合によっては対象製品、機

能単位、原単位を提示し、生徒達自身に計算させ、その

結果に対する考察も実践することも検討している。最終

的には時事及びLCAの評価結果を鑑みて、各製品の環境

負荷を減らすための施策をグループごとに議論させる。 

 一方で、研究としては、3年間を通じて環境教育を行い、

LCA・LCT を中学生のうちから学ぶことで、授業後生徒

の行動がどのように変化するのか調査を検討している。 
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